
Ⅱ 事例研究 

１ 地域のネットワークでつくる活動事例 

子どもたちの読書が３倍になった  

 ～鹿沼図書館ボランティア（KLV(カリブー)）の取組～ 

 鹿沼市内の全小中学校の学校図書館を活動拠点に、約３００名の会員が本の補修、読

み聞かせなど、７分野１６種類の活動を展開中 

関わっている人＜幼児、小学生、中学生、成人＞ 

☆活動名  子どもたちに本との出会いのときめきを～まちが

支える学校図書館 

 

 

【活動の趣旨】 「本が好きな子」を育てるために、先生と保護者、地域住民が一体となって学校図書館を拠点

に、各学校ごとに特性を生かした様々な活動をしている。 

【共催、連携】  ○ 鹿沼市教育委員会・市立図書館及び市内小中学校 

 ○ 活動施設 ３１施設（市内学校図書館等） 

 ○ 街角ライブラリー開設施設 ５２施設（銀行等） 

【対象・人数・条件】  ○ 市内小中学校全児童・生徒 約 ８，６００人 

 ○ 市内全住民 約９４，０００人     読み聞かせの様子 

 

【始めるきっかけ】  小中学校では、常時、司書の先生がいるわけではないため、子どもたちは本への興味をあまり

持てず、学校図書館はどちらかというと人気のないさびしい部屋になっていた。そんな現状に、

一人の母親が「子どもたちを学校図書館に呼び戻そう」という提案をした。それを教育委員会が

受け入れ、仲間づくりを全面的に支援して、1991 年に２２人のメンバーがＫＬＶ協会を発足さ

せた。 

【広報のしかた】 募集は、市の広報誌、市立図書館、各小中学校、そして会員の口コミを通じて行っている。さら

に、ＫＬＶ協会のホームページがあり、その中でも広報している。 

【活動内容】 ①地域図書関連施設の管理運営 

 主に学校図書館を活動拠点としているが、活動内容は地域性を生かし、各施設ごとに異なって

いる。その活動は、新刊本受け入れ・配架・補修・廃棄から、読み聞かせなどの読書普及活動。

図書館利用指導、発展教材の読書指導、調べ学習などの授業支援。読書啓発の掲示物づくり、Ｋ

ＬＶ通信発行などの読書環境づくり等、全体では７分野１６種類の活動を行っている。 

  ②ＫＬＶ・Ｊｒ(カリブー・ジュニア)（中学生・高校生の図書館ボランティア）の活動 

 中学生の読書離れをくいとめるために、中学生に読み聞かせをさせることで、中学生を本好き

にしようというのが、ＫＬＶ・Ｊｒ誕生のきっかけである。 

 平成１６年度の会員は７人。活動内容は、保育園・幼稚園・地域のコミュニティ等での読み聞



かせなどの読書普及活動を中心に行っている。 

  ③部会活動（ＫＬＶネットワーク形成とＫＬＶ活動の啓発・広報） 

 施設を越えた、会員同士のネットワーク形成と活動の広報のために、以下の８つの部会活動を

行っている。 

 ア．養成講座基礎部会  イ．養成講座実践部会  ウ．養成講座専門部会  エ．広報部会  

オ．ティーサロン部会  カ．読み聞かせ部会  キ．エプロン部会  ク．街角ライブラリー

部会 

【成果と課題】  毎学期１回をめやすに学校図書館運営委員会が開かれ、学校とＫＬＶの意見調整が図られ、学

校とＫＬＶはお互いに「ＮＯ」といえる関係にある。その関係がお互いによい考えを出し合う環

境をつくり、本好きの子どもを増やしている。 

 今後は、柔軟な発想で、時間をかけて、自分たちにできることを探していきたい。 

 

☆これから始める人へのメッセージ 

やわらかい心で ～できることを、できる人が、できるときに、できるだけ、ちょっとだけ背伸びして～ 

  

 

ＫＬＶ(カリブー)（鹿沼図書館ボランティア）協会 
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